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『v9 睡図』 

中国唐代、天台山国清寺の僧で 

身の丈が七尺もあリ、虎にのって 

寺に入リ衆僧を驚かせたという禅 

僧豊干（ぶかん）は、寒山・拾得の 

真の理解者であったといわれる。 

マ9者がま さに一丸となって眠れ 

るまう、世の中、社会がこのまう 

な平和な昭和61年であってほし、、 

と願う気持ち。 
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20歳の同窓会そして大人への旅立ち・・・ 

Lets Gd 成‘人・式 

遠く町外で就職や就学している人 

たちに、ひとりでも多く出席しても 

らおうと、赤池町恒例の「松の内成 

人式」。今年も次のとおり行われます。 

ー生に一度の節目。「成人式」へGO .くノ 

●と き‘ 1 月3日 10:のから 

●ところ】赤池町同和対策中央 

研修所 

●該当者】S .40.4.2からS.41. 

4.1 までに生れた人 
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父
 

勤
率
あ
る
荷
財
敷
運
営
を
 

一
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る
に
 

あ
た
り
町
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
 

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
地
方
の
行
財
政
を
と
り
ま
く
 

環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
 

お
り
、
議
会
も
町
当
局
と
一
丸
と
な
っ
 

て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
明
る
い
み
と
 

お
し
が
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
実
情
 

で
あ
り
、
財
政
の
危
機
、
行
政
改
革
な
 

ど
の
厳
し
い
声
を
聞
き
な
が
ら
昭
和
六
 

十
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
国
に
お
い
て
 

は
本
年
度
も
引
き
続
き
地
方
に
対
し
て
 

補
助
金
の
削
減
な
ど
の
厳
し
い
姿
勢
を
 

と
っ
て
お
り
、
経
済
の
成
長
が
余
り
期
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赤
熟
題
長
一
他
凄
一
揮
昭
一
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
 

ん
で
町
民
の
み
な
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
 

拶
を
中
し
上
げ
ま
す
。
 

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
町
を
 

と
り
ま
く
諸
情
勢
は
長
期
化
す
る
経
済
 

不
況
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
 

の
と
な
っ
て
お
り
、
反
面
、
行
政
需
要
 

は
年
々
、
質
・
量
と
も
に
複
雑
多
岐
な
 

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
く
 

赤
字
財
政
の
中
に
あ
っ
て
山
積
す
る
課
 

題
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
、
行
政
の
リ
 

ー
ダ
ー
と
し
て
の
私
の
使
命
で
あ
り
ま
 

す
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
、
新
年
を
迎
 

え
、
更
に
決
意
新
た
に
躍
進
の
気
が
ま
 

え
を
覚
え
ま
す
。
 

本
年
も
昨
年
同
様
、
最
重
点
課
題
と
 

し
て
財
政
の
建
て
直
し
を
図
り
な
が
ら
 

行
政
の
諸
施
策
に
と
り
組
み
た
い
と
考
 

え
て
お
り
ま
す
。
 

“
最
少
経
費
で
最
大
 

効
果
（
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
行
政
と
町
民
 

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
赤
池
町
 

の
実
情
に
則
し
た
計
画
行
政
を
推
し
進
 

め
、
効
率
あ
る
財
政
運
営
を
図
り
た
い
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
計
画
行
政
を
推
し
進
め
る
た
め
 

に
も
、
現
在
、
町
の
長
期
展
望
を
見
通
 

し
た
「
第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
」
を
 

) 

待
で
き
な
い
今
日
、
こ
う
し
た
動
き
は
 

今
回
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
 

す
。
本
町
で
も
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
 

の
住
民
福
祉
は
満
足
の
い
く
施
策
は
難
 

か
し
い
も
の
が
あ
り
町
民
の
皆
様
に
も
 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
 

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
議
会
と
 

し
ま
し
て
は
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
 

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
要
望
 

等
を
十
分
聞
き
町
政
に
反
映
さ
せ
て
明
 

る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
 

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
は
体
育
関
係
者
待
望
の
勤
労
者
 

体
育
セ
ン
タ
ー
が
、
現
在
の
町
民
会
館
 

の
裏
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
 

地
域
の
集
会
施
設
等
も
予
定
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
が
工
場
誘
致
の
実
現
な
ど
に
も
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策
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
計
画
は
策
定
 

す
る
段
階
も
重
要
な
こ
と
な
が
ら
、
い
 

か
に
機
能
的
に
実
現
に
向
け
て
、
 
一
丸
 

と
な
っ
て
い
く
か
も
大
切
で
す
。
 

そ
れ
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
行
 

政
の
各
分
野
が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ま
方
の
深
 

い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
 

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
今
年
始
め
か
ら
昭
和
六
十
一
一
 

年
度
末
に
か
け
て
、
瀬
ケ
谷
地
区
に
あ
 

り
ま
す
赤
池
工
場
団
地
用
地
の
造
成
が
、
 

地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
こ
れ
に
 

よ
り
赤
池
町
の
産
業
振
興
の
要
め
と
な
 

る
工
場
の
誘
致
が
具
体
化
し
、
将
来
的
 

展
望
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
 

り
ま
す
。
 

“
よ
う
こ
そ
赤
池
町
へ
（
と
 

題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
来
上
り
、
 

企
業
誘
致
へ
向
け
て
全
勢
力
を
傾
け
た
 

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

我
が
町
“
赤
池
町
〉
を
よ
り
良
く
、
 

よ
り
明
る
く
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
 

め
に
、
更
に
飛
躍
向
上
の
年
に
し
た
い
 

所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
町
民
の
皆
さ
 

ま
と
共
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
 

力
を
入
れ
、
若
い
人
達
が
定
着
す
る
町
 

づ
く
り
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
石
炭
六
法
や
地
域
改
善
特
別
 

措
置
法
な
ど
の
時
限
立
法
は
、
昭
和
六
 

十
二
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
期
限
 

切
れ
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
鉱
害
復
 

旧
事
業
や
同
和
対
策
事
業
な
ど
が
全
く
 

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
事
 

業
に
依
存
し
て
い
る
本
町
に
と
っ
て
は
 

死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
田
川
の
浮
揚
 

と
再
生
を
か
け
て
今
年
は
ま
さ
に
正
念
 

場
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
町
 

民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
 

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
昭
和
六
十
一
 

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
な
年
で
 

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
 

私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

純真女子短期大学 

助教授 

川原梨治氏 

「若者へ贈る言葉」 
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わ
た
し
た
ち
は
、
二
十
歳
に
な
る
 

と
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
 

て
投
票
を
す
る
こ
と
で
国
の
政
治
や
 

地
方
自
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
実
際
に
投
票
で
き
る
よ
 

う
に
な
る
に
は
、
 

「
選
挙
人
名
簿
」
 

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
 

資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
そ
の
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
日
 

本
人
で
②
三
カ
月
以
上
住
民
基
本
台
 

帳
（
住
民
登
録
）
に
登
録
さ
れ
て
い
 

る
③
満
二
十
歳
以
上
の
人
 

毎
年
九
月
（
選
挙
が
あ
れ
ば
、
そ
 

の
直
前
）
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

一
度
名
簿
に
登
録
さ
 

れ
る
と
、
住
所
を
変
え
な
い
限
り
永
 

久
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
 

大
切
な
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
 

ちの力 

〕・●‘<}'v 

・
 

警「●一に級一 

、
〉
・
マ
〈
〕
中
、
 

め
に
も
、
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
 

変
え
た
と
き
は
、
必
ず
住
民
票
の
移
 

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
 

「
だ
れ
に
投
票
し
て
も
同
 

じ
こ
と
」
 
と
棄
権
し
て
し
ま
う
人
が
 

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
あ
な
た
の
意
 

見
は
少
し
も
政
治
に
反
映
さ
れ
ま
せ
 

ん。 二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
 

か
ら
は
選
挙
の
た
び
に
あ
な
た
の
手
 

元
に
 
「
投
票
所
入
場
券
」
が
送
ら
れ
 

て
き
ま
す
。
立
候
補
者
を
よ
く
知
り
、
 

自
分
の
代
弁
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
 

人
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

成
人
の
自
覚
を
行
動
に
 

ー 

【 

ー
ば
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

会
社
や
役
所
、
学
校
 

国
民
年
金
に
は
、
強
制
加
入
と
任
 

”
」
」
「
画
」
謡
 

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
 

》
つ
 
と
い
っ
た
年
金
に
自
動
 

意
加
入
が
あ
り
、
加
入
者
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

●
強
制
加
入
の
人
 

▼
農
林
・
漁
業
、
自
営
業
、
自
由
業
な
 

的
に
加
入
し
て
い
ま
す
》
 

ど
を
営
む
給
与
所
得
者
以
外
の
人
、
 

社会に生かせ は た 

成人お めで と 
し
か
し
、
そ
の
他
の
方
 

は
、
は
た
ち
に
な
る
と
 

国
民
年
金
に
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

将
来
、
あ
な
た
の
老
 

後
の
生
活
を
支
え
る
こ
 

と
に
な
る
国
民
年
金
は
、
 

は
た
ち
の
あ
な
た
に
と
 

っ
て
も
他
人
事
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
成
人
と
し
 

て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
 

し
ょ
・
フ
。
 

加
入
手
続
き
は
市
区
 

町
村
で
 

、
 

▼
無
職
の
人
（
二
十
歳
以
上
五
十
九
 

歳
ま
で
の
方
）
 

▼
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
サ
 

ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）
 

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
（
専
業
主
婦
 

で
、
二
十
歳
以
上
五
十
九
歳
ま
で
 

の
方
）
 

●
任
意
加
入
の
人
 

，
昼
間
部
の
学
生
 

◇
 

◇
 

手
続
き
は
、
役
場
の
年
金
係
で
で
 

き
ま
す
。
は
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
 

年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
。
 

あ
な
た
の
心
を
伝
え
よ
う
 

『
は
た
ち
の
献
血
』
キ
ャ
ン
ぺ
ー
 

昨
年
は
、
全
国
で
一
日
平
均
四
千
 

七
百
八
十
ニ
リ
ッ
ト
ル
（
二
百
叫
の
 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
二
万
三
千
九
百
十
本
）
 

も
の
血
液
が
手
術
な
ど
に
使
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

輸
血
用
血
液
は
年
々
増
加
し
て
お
 

り
、
手
術
の
時
に
は
大
量
に
必
要
で
 

す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
苦
し
ん
で
い
る
 

人
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
社
会
の
 

一
員
と
し
て
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
 

、

。

 

・・v 

見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
に
、
あ
な
た
の
 

心
の
温
か
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
 

ン
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
人
 

権
週
間
で
し
た
。
赤
池
町
で
は
、
こ
の
 

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
十
一
一
一
 

日
ま
で
を
「
赤
池
町
人
権
尊
重
旬
間
」
 

と
し
、
各
種
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
 

六
日
に
は
、
町
三
役
、
議
員
、
教
育
 

委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護
司
、
民
 

新しい消防車 
「

 

驚
 

トすばらしい人権ポスターや作文を発表してくれた小・中学生のみなさん‘ 自
隷
 

生
委
員
な
ど
、
総
勢
約
五
十
人
の
み
な
 

さ
ん
が
、
十
五
台
の
車
に
分
乗
し
て
町
 

内
を
パ
レ
ー
ド
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
 

町
内
の
各
所
で
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
 

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
て
人
権
意
識
の
高
 

揚
を
訴
え
ま
し
た
。
 

七
日
に
は
、
 

「
人
権
を
尊
重
す
る
町
 

民
の
つ
ど
い
」
が
中
央
研
修
所
で
開
か
 

れ
、
人
権
旬
間
に
先
だ
ち
小
中
学
生
か
 

ら
募
集
し
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
の
 

発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
北
九
州
市
人
権
擁
護
委
員
の
 

加
藤
正
夫
氏
が
、
 

「
私
た
ち
の
生
活
と
 

人
権
」
と
題
し
て
講
演
。
 

「
日
々
の
生
 

活
の
中
に
も
気
が
付
か
な
い
差
別
は
た
 

く
さ
ん
あ
る
。
信
と
愛
と
敬
の
気
持
ち
 

で
、
ま
ず
自
分
に
一
番
近
い
人
の
人
権
 

を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。
豊
か
な
人
間
関
 

を
つ
く
る
ス
タ
ー
ト
は
家
庭
か
ら
で
す
」
 

と
父
親
の
役
割
り
を
強
調
。
 

日
野
助
役
は
、
 

『
い
じ
め
』
の
問
題
 

に
触
れ
、
 

「
地
域
社
会
の
連
帯
感
が
薄
 

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
ー
つ
。
 

幸
に
し
て
当
町
で
は
、
大
き
な
事
件
は
 

な
い
が
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
逃
 

さ
な
い
で
、
大
人
の
世
界
か
ら
こ
の
問
 

題
を
見
つ
め
、
豊
か
な
情
操
教
育
に
取
 

り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
で
表
彰
さ
 

) 

ト3 分団に配備された新しい消防車、緊急時も 

迅速に行動できます． 

ト
ー
月
ニ
ト
L

目
、
上
野
小
学
校
運
 

動
場
で
力
ン
馬
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
L
野
小
学
校
児
童
会
が
、
 

「
何
か
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催
し
を
」
 

と
、
年
間
行
事
の
ー
つ
と
し
て
全
校
児
 

童
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

一
年
生
も
六
年
生
の
手
助
け
で
、
自
 

分
で
カ
ン
馬
を
作
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
 

て
全
員
で
ダ
ン
ス
や
通
り
ゃ
ん
せ
あ
そ
 

び
、
お
に
ご
っ
こ
と
楽
し
い
時
間
を
過
 

）
」
し
ま
し
た
。
 

A
全
校
児
童
で
力
ン
馬
を
つ
け
 

「
通
り
ゃ
ん
せ
」
遊
び
A
 

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
▽
世
良
め
ぐ
み
、
 

太
田
優
子
（
上
野
小
六
年
）
▽
寒
竹
信
 

代
、
山
田
哲
也
（
市
場
小
六
年
）
▽
武
 

末
琴
美
（
赤
池
中
一
年
）
▽
釘
崎
か
す
 

み
（
赤
池
中
二
年
）
 

【
作
文
の
部
】
▽
大
需
い
づ
み
（
上
野
 

小
六
年
）
▽
山
本
さ
よ
り
（
市
場
小
六
 

年
）
▽
田
中
美
穂
（
赤
池
中
一
年
）
▽
 

矢
山
仁
（
赤
池
中
二
年
）
 

【
以
上
十
人
、
敬
称
略
】
 

▼
人
権
意
識
の
高
揚
を
訴
え
 

十
五
台
の
車
で
町
内
を
パ
レ
ー
ド
A
 

赤
池
町
消
防
団
（
谷
富
次
団
長
百
四
 

十
五
人
）
の
第
三
分
団
（
町
部
を
管
轄
）
 

消
防
自
動
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

旧
消
防
車
は
昭
和
四
十
二
年
に
購
入
 

し
た
も
の
で
老
朽
が
著
し
く
、
緊
急
事
 

態
の
即
応
に
心
配
さ
れ
る
面
が
あ
り
ま
 

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
消
防
施
 

設
等
整
備
事
業
で
、
八
百
二
十
万
円
（
 

う
ち
三
百
八
十
三
万
円
は
国
の
補
助
金
）
 

を
か
け
、
最
新
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
購
 

入
し
ま
し
た
。
 

十
二
月
八
日
、
役
場
で
引
き
渡
し
式
 

が
行
わ
れ
、
正
式
に
第
三
分
団
に
配
備
 

さ
れ
ま
し
た
。
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※今年は4年に1度、地元赤池町で行われます。 
多数ご見学ください。 

ノ
 

夢
 戸

 
う琴 

戸
ぷ
 

声
稽
 

メ
博
 

戸
 

十
二
月
臨
時
議
会
が
十
二
月
六
日
 

一
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
 
一
般
会
 

計
補
正
予
算
な
ど
二
件
の
議
案
が
上
 

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昨
年
の
十
月
十
日
に
死
去
 

さ
れ
た
、
武
末
義
信
議
員
の
追
悼
議
 

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
井
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
 

億
二
千
三
百
二
万
円
の
追
加
補
正
で
 

予
算
総
額
四
十
三
億
五
千
二
百
四
十
 

三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
 

次
回
の
宅
地
分
譲
に
伴
い
、
隣
接
す
 

る
民
間
の
分
譲
地
の
分
と
合
わ
せ
て
 

汚
水
処
理
場
を
合
併
施
工
す
る
た
め
 

の
経
費
で
す
。
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

井
昭
和
六
十
年
度
農
林
業
同
和
対
策
 

事
業
郷
ノ
谷
か
ん
が
い
排
水
路
改
良
 

十
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
入
札
の
 

結
果
、
赤
池
の
同
香
月
建
設
が
落
札
。
 

三
月
二
十
五
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

工
事
の
工
事
請
負
金
額
が
三
千
万
円
 

以
上
に
な
る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑨
追
悼
議
決
井
十
月
十
日
に
病
の
た
 

め
死
去
さ
れ
た
武
末
 
義
信
議
員
の
 

追
悼
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

代
表
し
て
浦
田
総
務
委
員
長
か
ら
 

追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
遺
影
を
抱
 

い
た
長
男
の
武
末
茂
さ
ん
が
お
礼
の
 

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

故
武
末
議
員
は
、
昭
和
五
十
年
四
 

月
初
当
選
。
厚
生
、
総
務
の
常
任
委
 

員
会
副
委
員
長
、
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任
。
当
選
三
 

回
、
五
十
歳
で
し
た
。
 

昨年10月10日 
死去された 

武末義信議員 

J 、 

タコあげ、は 

電線のないところで 

お父さま、お母さま 

へお願い。 

電線の近くでは、タ 

コを絶対あげないよう 

に、お子様へご注意く 

ださい。 

もし、タコが電線に 

かかったら、危険です 

から自分でとらずに、 

最寄りの当社営業所へ 

ご連絡ください。 

●電柱にのぼって取る 

のはやめましょう。 

●電線を竹ざおでつつ 

くのは大変危険ですc 

赤
池
駅
に
新
し
く
駐
輪
場
（
自
転
車
 

・バ 

ク
置
場
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
自
転
車
置
場
は
、
全
国
自
治
宝
 

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
 

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
助
成
す
 

る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
 

費
百
六
十
五
万
円
は
、
す
べ
て
宝
く
じ
 

▼
赤
池
駅
踏
切
横
に
 

設
置
さ
れ
た
自
転
車
置
場
A
 

九州電力K .K 

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
 

新
し
い
自
転
車
置
場
は
、
赤
池
駅
の
 

稲
荷
坂
踏
切
機
に
二
棟
。
二
十
四
台
と
 

十
二
台
、
合
計
三
十
六
台
の
自
転
車
や
 

バ
イ
ク
が
駐
輪
で
き
ま
す
。
 

み
ん
な
の
自
転
車
置
場
で
す
。
大
切
 

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
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〉
 

つ

れ

づ

れ

に

⑧

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

秋
深
む
気
温
激
変
熱
発
作
 

精
密
の
検
査
速
入
院
冬
に
入
る
 

ひ
 

点
滴
の
毎
日
三
本
窓
小
春
 

ぬ
 

牛
乳
を
温
く
め
身
に
つ
く
冬
ぬ
く
し
 

減
塩
食
た
ゆ
る
も
た
の
し
冬
の
道
 

病
窓
に
授
か
る
小
春
日
和
う
く
 

ナ
ー
ス
 

冬
時
雨
と
お
と
き
心
技
看
護
婦
多
忙
 

暖
房
入
る
点
滴
の
減
リ
生
き
る
自
信
 

立
冬
や
試
歩
の
許
さ
れ
廊
下
一
巡
 

入
院
の
老
い
の
誕
生
日
昼
赤
飯
 

柳
 


